
 

 

 

 

 

 
 

家地川ダム（佐賀取水堰）で遠足。 
5/15（金）新型コロナウィル

ス感染症防止対策で休校になり

4/24 に予定しながら延期して

いました新入生歓迎遠足を行い

ました。昨年度までは 4 月の入

学式直後で桜の花も残っていた

のですが、今年は初夏の新緑の

なかで外遊びを楽しみました。 

できるだけ 3 密を作らないよ

うに気を付けながらの遠足なの

ですが、密室ではないものの、

ついつい密接してしまいます。 

恒例の「宝探し」の後は縦割

り班対抗「かぶっちゃやーよ」

でチームの団結力と奇抜な創造

性を発揮していました。 

4 つの班で「好きなお寿司は？」という題目でなんと「ナス」で

被るなど大にぎわい。高いところに居ると捕まえることのできない

「高オニ」など、長かった自宅学習

期間の運動不足や友達と遊べなかっ

たストレスを一気に晴らそうとする

かのように、力いっぱい遊んでいま

した。 

思いっきり遊んだあとは、一番の

お楽しみのお弁当。お母さんの作っ

てくれた具を入れて子どもが自分で

にぎったというおむすび。大きさもそろってい

て、とても上手に作っていました。また、パン

ダやいくつものかわいい顔のついたおかずや

おにぎりの詰まったのキャラ弁などもあり、み

んながそれぞれおいしそうに給食では味わえ

ない家庭の味を楽しんでいました。 

堰堤下の河原に移動してからも、おやつを食

べたり、河原で遊んだり。平たくて丸い石（水

切りに最適）やシーグラスを探したり、流木で

遊んだりと、子どもたちの遊びで湧き起こる創

造性や想像力には、いつも驚かされ、脱帽です。 

「今日は楽しかったぁ～。」とみんなが笑顔

で声をかけてくれました。学校は、やっぱり子

どもたちがいないとだめですね。 

☆マスクのご寄贈、ありがとうございました。 
前号の学校だよりで、本山さんから手作りのマスクをいただい

たことをおしらせさせていただきましたが、学校が再開した 5 月

上旬に上宮の松田 實さんから、およそ 150 枚もの不織布製マ

スクをご寄贈いただきました。お孫さんの高校通学用にと知り合

いの方々にお願いし、懸命に集められたものだそうで、多くの知

人の方々から、5 枚、10 枚と持ち寄っていただいたものだそう

で、学校で困っている児童がいればとわざわざ学校に届けてくだ

さりました。マスク不足でみんなが困っていた時に、子どもの為

ならばと善意を集めていただいた地域の温かさに胸を熱くしたことです。 

学校再開にあたり、地域の皆様が学校のためにとご心配いただいており、本当にありがとうございます。

今のところ、学校には町の備蓄マスクも用意されていますので、今後はご厚意だけ頂戴いたします。新た

な感染者数はずいぶんと減少してきていますが、現状がいつまで続くかわかりませんので、貴重なマスク

はぜひご家庭でお使いいただき、また何か困った時には、ご支援いただきますよう、よろしくお願いしま

す。 

 

☆子どもたちが じっと 見守っているのは？ 
学校が再開してすぐの、5/11（月）朝、3・

4年生の教室のベランダの軒先にあったツバメの

巣が、ベランダに落ちていたそうです。 

昨年ベランダの改修工事を行った事で、軒先が

つるつるになっていたためか、ひなの重さに耐え

られなかったのか、3m ほどの高さからコンクリ

ートの床の上に落下していたようです。幸いにも、

そのまま真下に落下したおかげで、つぶれた巣の

上に 5 羽のひなが乗っていました。 

それを知った 4 年生の子どもたちは、「かわい

そう」と何とか助けようと親代わりに餌となる虫

探しをしたそうです。結局、休み時間だけでは足

りず 3 時間目も費やしての保護活動だったそう

ですが、捉えてきた虫などを、小さくちぎって割

り箸で、ひなの口元にもっていき、エサとして与えたそうです。 

しばらくは、少しぐったりしていたそうで、先生は「もうだ

めかもしれない。」と思ったそうですが、子どもたちはあきら

めず、少しでも親ツバメに見つけてもらいやすいように、エア

コンの室外機の上で、置き方を工夫して見守ったところ・・・ 

なんと親ツバメが、舞い戻ってきて、エサを運び始めたそう

です。 

4 年生の子どもたちが、帰りしなに校長室の前で、その時

の様子をとても生き生きと楽しそうに、詳しく教えてくれま

した。そして、「今日はいい勉強した。」と 5 つのひなの命を

救った喜びと興奮でとてもいい笑顔でした。 

 まだまだ蛇や猫など野生動物に襲われる危険性があるので

すが、子どもたちの目の前でも、2～3 分おきに餌を運んでくる親ツバメの姿に、子育ての大変さや、親

の愛情など気づくことができたのではないかと思います。 

インターネットで調べてみると、孵化後 20 日ほどで巣立つようですが、最も多く餌を食べるのは、生

後 2 週間頃だそうで、1 時間に 20 回も餌を運ぶとの事ですので、あと 1 週間くらいかなと思います。

何とか元気に成長し、無事巣立って欲しいものです。（実は 5/14 に一羽飛び立ったそうで、あとのひな

も 18 日朝には全部飛び立つことができました。しまんとケーブル TV さんが取材してくださり、今日

5/18 から放送されます。）  

教育目標 「知徳一体」 
～言語能力を育て、自分の頭とこころで考えて行動できる児童の育成～ 
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